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1　はじめに

学校設置基準にr学校の教育活動その他の学校運営の状況について、自ら点検及

び評価を行い、その結果を公表するように努める」ことが規定された。これは義務

規定ではないが、すべての学校が実施に向けて努力すべきことを規定したものであ

り、特別の事情がない限り、学校としての自己点検・自己評価（以下、学校評価と

いう。）を行い、その結束について公表すべきものと考える。

各学校では、設置基準に規定されたからやらなければならないという受け身の姿

勢ではなく、むしろ、学校の努力を積極的に広報できるよい機会を得たと前向きに

受け止めて学校評価を実施してほしい。

県教育委員会では、r学校の評価システムの確立に関する調査研究協力者会議」

において、今後の学校評価の在り方について検討してきた。本冊子は、その中間の

まとめとして作成したものである。各学校においては、本冊子を参考に今年度未の

学校評価を実施し、その結果を外部に公表していただきたい。

2　学校評価の目的

学校評価は、1年間の学校の取組を振り返り、自校のよさや特色、児童生徒の成

長等を確認し、より一層の充実に向けて改善の方向を明確にするために実施するも

のである。また、評価結果を外部に公表し、保護者や地域の人々に、教職員の努力、

児童生徒の成長等を理解してもらい、学校への信頼を確かなものにしてもらうとと

もに、改善すべき課題等を共有し、連携・協力して児童生徒の教育に当たるために

実施するものである。

従来から、多くの学校で、学校運営の反省あるいは学校経営の診断チェック等の

形で学校評価が実施されているが、これから実施する学校評価は、組織マネジメイ

トの考え方を導入し、一層充実したものにしていきたい。それは、学校が組織とし

て取り組むべき具体的な目標を明確にして計画を立て（Plan）、全教職員が一体とな

って目標実現に向けた活動を展開し（Do）、結果として、目標がどれだけ実現・達成

できたかを誰にでも分かる形で評価し（Ched（）、次年度どこをどのように改善して

いったらよいかを明確にする（Action）ことのできる学校評価にすることである。
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3　学校評価の対象

学校は、今度当初に、その年度の重点目標を定め、それに基づき具体的な努力事

項や重点課題等を設定し、目標の実現や課題解決のための教育活動を計画する。ま

た、児童生徒の教育活動を支えるための教職員の運営活動を計画する。

学校評価は、この『教育活動』・と『運営活動』が目標達成に向けて適切に実施さ

れたかどうか、また、その活動の『成果』として、児童生徒はどのように成長した

かということを検証することになるので、学校評価の対象は、次の3項目となる。

ア　『教育活動』を対象にした評価

イ　『運営活動』を対象にした評価

ウ　『成果』（児童生徒の変容）を対象にした評価

学校評価の対象はこの3項目であるが、ア、イは学校が行った活動をすべて対象

にするわけではなく、その年度、特に重点をかけて取り組むことにした活動に絞っ

て評価し、りについても、重点をかけた活動の成果に絞って評価することが望まし

い。

4　平成14年度兼学校評価の手順

学校評価はP（Pla n）の段階から始めるものであるが、時期的に年度末を迎

えていることから、本冊子ではC（Ch e c k）の段階の点検・評価をどのように

行うかについて、以下述べることにする。

（り　今年度目指してきたことの確認

学校評価を実施するに当たり、今年度の学校の課題は何であったか、また課題の

解決に向けて重点をおいて目指してきたことは何か、「グランドデザイン」や「教

育計画」などを基に、確認する必要がある。

＜例＞

「確かな学力の向上」と「思いやりのある生徒の育成」を今年度の重点事項に取

り上げた中学校の場合

（D　生徒の学力や思いやりの心を育てるために、学校をあげて取り組むことにした

『教育活動』は何かを確認する。この学校では、学習指導面での重点活動をして、

「生徒が学ぶ喜びを感じる授業」、生徒指導面での重点活動として「互いに認め

合う人間関係づくり」を取り上げているが、それぞれについて具体的にどのよう

な活動に力を入れることにしていたかを洗い出す。

②　その『教育活動』を支えるために、特にどのような『運営活動』に力を入れる

ことにしたかを確認する。この学校では、「習熟度別指導のための職員研修」「緑

と絵と歌のあふれた環境づくりJ等を取り上げているが、ここでも、それぞれに

ついて具体的にどのような活動に力を入れることにしていたかを洗い出す。

③　『教育活動』や『運営活動』の『成果』として、児童生徒にどのような変容を

期待したのかを確認する。この学校では、「確かな学力の向上」では学力検査結

果の数値的な向上とあわせて、アンケートによる生徒のやる気意識の向上を具体

的な姿など、「思いやりのある生徒の育成」では、いじめ・不登校の減少やボラ

ンティア活動参加者の増加、アンケートによる安定した人間関係の増加などをあ

げているが、このような生徒の変容の具体的な姿を洗い出す。

（2）評価項目の決定

（1）で洗い出した内容を項目として並べ、次に示す例のように整理する。この例



から分かるように、評価項目は、年度初めにどのようなことをどのくらい実施しよ

うと決めたのかを整理したものである。ただし、学校の活動の範囲は幅が広く、細

かくあげればきりがないので、3でも述べたように、その年度、特に重点をかけて

取り組むことにした活動に絞って取り上げることが望ましい。また、『成果』につ

いては、なるべく具体的な姿で評価できる項目にした方がよい。

＜例＞

ア　「確かな学力の向上」についての評価■

（ア）『教育準動』の評価項目

（∋　習熟度別指導の実施

②　総合的学習での探究活動の実施

（イ）『運営活動』の評価項目

①　習熟度別指導のための教員研修の実施

②　小・中9か年カリキュラムの作成

（ウ）『成果』の評価項目

など

など

①　学力テスト（NRT）の数値の向上

②　学習意欲（アンケート調査）の向上　　　など

イ　「思いやりのある生徒の育成」についての評価

（ア）『教育活動』の評価項目

①　いじめ0スクール運動の実施

②　ボランティア活動の実施

（イ）『運営活動』の評価項目

など

①　教育相談の実施

②　pTA・地域と連携した花壇・校庭の整備　　など

（ウ）『成果』の評価項目

（む　いじめ・不登校の発生数の減少

②　ストレスを感じている生徒数の減少（アンケート）　　など

（3）評価基準の設定

評価項目ごとに、例えば、「達成できた（A）」rほぼ達成できた（B）」r改善を要

する（C）」のように、判定するための基準を定めておく必要がある。そのためには、

達成できた状態とはどのような状態であるかを予め明らかにしておくことが重要に
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例えば、「習熟度別指導の実施j　の項目では、「全学年の数学、英語で各学期2単
r＼

元以上実施するJや「選択5教科は年間を通して習熟度別指導で実施する」、「習熟

度別指導の方がよく分かるという生徒が90％以上になるように指導を充実する」

など年度当初に計画し、期待した状況をA判定の基準とする。そして、中間段階の

「各学期1単元以上」やrよく分かると言う生徒が60％以上」をB判定基準とし、

それ以下をC判定とする。

1項目についての判定基準は、例のように複数ある場合も考えられるし、項目に

よっては一つで済む場合もあろう。いずれにしろ、A判定の基準は、その項目の具

体的な達成日標としての意味を持つことになるので、本来は年度当初に明確にして

おくべきものである。今年度の学校評価に基づいて、次年度の計画を作成する際に

はこのことに配慮する必要がある。

＜「確かな学力の向上」についての中学校の評価基準例＞

ア　『教育活動』に関する評価基準

二評　 価　 項　 目 ．評　 価　 基　 準

◎習熟度別指導を全学年の A …全学年で、各学期 2 単元以上実施

数学、英語で、各学期 2 B …全学年で、各学期 1 単元以上実施

．．単元以上実施するム C ‥・全学年で、通年で 2 単元夷施　 －

イ　『運営活動』に関する評価基準

評　 価　 項　 目 評　 価　 基　 準

◎／ト・中9 か年カ リキュラ A …全学年、全教科で完成 －

ムの完成 を 目旛 し、全学 B …第 2 学年で全教科完成

年 、全教科 で■ヵ リキュラ C …第 1 学年で全教科完成

ムづくりを進める。 D …B 、C に至らない

－5＿



ウ　『成果』に関する評価基準

評　 価　 項　 目 評　 価　 基　 準

◎全学年の 5 教科 （国、社、 A ‥・延べ 15 教科のすべてが上回 る

理、数、英）、延べ 15 教 B …延べ 15 教科の うち 7 割程度が前年度の結

科で、学力テス ト（N R T ） 果を上回る

の結果が前年度を上回る。 C ‥・延べ 15 教科の うち 5 割程度が前年度の結

果を上回る

D ‥・延べ 15 教科のすべてが前年度を下回る

アンケートの具体例については、資料（p13～p34）に載せてあるので参照

のこと。ただし、参考例であるので、各学校では、自校に最も適した内容に工

夫する必要がある。

（4）評価を行うためのデータの収集

評価基準に基づいてA、B、Cの判定を行うためのデータを収集する。教育活動

や運営活動の実施状況については、担当部会等からデータを提出してもらう必要が

ある。また、児童生徒や保譲者等の意識も含めて参加状況がデータとして必要な場

合は、アンケート等を実施する必要も出てくる。さらに、学力テスト、いじめ・不

登校の発生状況、中途退学率、大学進学率等のデータも必要である。

いずれにしろ、学校評価に当たっては、個人の感覚的な受け止めでA、B、Cを

判定することは、できるだけ避けるようにして、客観的な数値データに基づいて行

うようにすべきである。ただし、すべての項目がきちんと数値データ化できるとは

限らないので、教職員や児童生徒、保護者等がどのように受け止めているかという

アンケート結果等もデータとして活用するなど工夫が必要である。

特に、児童生徒や保護者、地域の人々の意識調査等は、第三者の見方を学校評価

に取り入れる意味からご是非、データとして活用したいものである。その際、学校

評議員の参加・協力を得るなどの工夫も必要である。

留意すべき点は、例えば診断チェック表等を用いて教職員個々の受け止めをアン

ケートの形で調査し、集計結果をもってそのまま学校評価とするのではなく、それ

も評価のためのデータの一つとして扱うことである。

（5）評価の実施

学校評価に当たっては、校長や教頭を含む「学校評価委員会（仮称）」を組織し、

この委員会が準備を含めて学校評価を実施することが適切である。つまり、この委

員会が中心になって学校評価のための計画を立て、ここまで述べてきた手順に則っ

て項目や基準を定め、必要なデータを集めるのである。もちろん、計画等について

は事前に全教職員に周知し、理解を得ておく必要があることは言うまでもない。

評価項目ごとに必要なデータが収集されたら、この委員会で第1次評価を行うこ

とになる。評価の際には、基準等の解釈の幅を巡ってプレが生じることはよくある

ことである。そのような際にも、あくまでも、学校として何をねらって来たのかを

よく理解している教職員で構成された委員会の中で論談して、第1次評価を行うこ

とが適切であろう。また、項目によっては、校内の分掌組織で評価を分担すること

も考えられるので、そのような場合は、分掌組織のキャップを委員会のメンバーに

するなどの工夫も必要である。

第1次評価の結果は、全教職員に周知して、その妥当性について意見を収集する

場を設け、その意見によっては再度委員会で吟味して最終的に今年度の学校評価と

する。その過程においては、学校評放員や保護者代表等の意見を収集することも考

えられるので、工夫してほしい。

また、単に、A、B、Cを判定するだけの評価ではなく、教職員が努力してきた

ことやその成果を確認し、さらには改善すべきポイントについて校長や委員会のコ

メントが盛り込まれた評価にするなどの工夫も必要である。

【学校評価委員会の任務】

1学校評価計画の作成

（1）評価項目・評価基準の設置

（2）評価のためのデータの種類や数、収集方法等の決定



（3）評価日程の作成

2　評価を実施するためのデータ収集

3　評価データに基づく第1次評価の実施

4　第1次評価に基づく意見収集と学校評価の確定

5　学校評価の結果の公表

（り　公表の目的

学校評価の目的のところで述べたように、評価の結果については、保護者や地域

の人々に公表することが重要である。学校が課題解決に向けてどれだけ努力してき

たか、その努力によって目標はどのくらい達成できたか、課題として何が残り、来

年度どんなことに努力するのかということを外部に向かって公表することで、学校

に対する理解と信頼が確かになる。

したがって、公表に当たっては、データのない判定結果だけの公表では、外部の

十分な理解は得られないので、評価の裏付けとなるデータ及び判定基準も同時に示

すことが重要である。また、学校として努力してきたこと、その成果が現れている

ところ、期待したようには現れなかったところ、その要因、改善のポイント等を説

明したコメントも付して公表することが望ましい。

大切なことは、単に、目標が達成でき．た、できなかったという単純な評価ではな

く、目標達成に向けた努力と改善意欲がよく伝わるようにすることである。

また、学校評価の結果について所管の教育委員会をはじめ学校評議員に報告し、

学校の改善の現状や今後の対応等について説明する必要がある。

なお、公表に当たっては、プライバシーの保護等については十分留意することが

重要であることは言うまでもないことである。

（2）公表の方法と意見聴取

公表の方法としては、PTAの会合時、学校だより、ホームページなど多様な方

法が考えられる。県内には、学校だよりを定期的に地域回覧板で公表している学校

も多い。また、学校説明会に保護者だけでなく広く地域の人々も招き、一年間の学
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校の取組の成果や課題を発表している学校もある。

学校評価の結果の公表をこのような様々な機会を活用して行うことにより、外に

向かって開かれた学校となることができる。

また、評価結果を学校から外部に公表するだけの一方向件の開かれた学校ではな

く、公表された情報について外部の人々の意見を聴取できる双方向性の開かれた学

校にすることも大切である。

意見聴取の方法としては、PTAや学校説明会等での直接聴取、意見箱等の設置

などが考えられる。また、学校評議員を通して地域の人々の意見を把握することも

大切である。

外部からの意見等は多様な立場からの多様な意見になることはやむを得ないこと

である。したがって、学校は謙虚な姿勢でそれらの意見に耳を傾けることは重要で

あるが、自校の重点目標、重点課題等に照らして主体性を持って多様な意見に対応

することも必要になる。

6　次年度へ向けた改善計画の作成

学校評価の結果は、次年度のための改善計画に生かされて初めて、Plan－Do－

Check－Actionのサイクルはつながることになる。したがって、評価基準に基づい

てA、B、Cそれぞれに判定された項目について、次年度どのように改善すべきか、

その方向を検討することは学校評価の中でも、特に重要な件業となる。

改善計画の作成は、まず、『成果』についての評価の分析から行うのが通常であ

ろう。例えば、『成果』としての学力テストの数値向上や学習意欲の向上に確かな

伸びが見られたものの、まだ不十分な点も見られたとしたら、不十分になった要因

は何かを検討することになる。仮に、習熟度別指導の実施の項目が達成できた（A）

の評価であっても、次年度は、その実施目標を一段とレベルアップする必要がある

かもしれない。あるいは、今年度以上に個別指導の充実を図るための特設時間等の

設置が必要となるかもしれない。このように、今年度よりもー層の『成果』を生み

出すために、『教育活動』や『運営活動』をどのように改善すべきかを検討するこ

とが大切である。

もちろん、『成果』として求める内容そのものについての検討も必要である。学

ー9－



校教育においては、一般的に目標の抽象度が高く、評価の対象になりにくくなって

いることが多いので、改善計画の作成に際しては、1年間という期限の中で、学校

全体で取り組んで着実に成果を積み上げられる内容に改善していくことが望まし

い。

また、教育の場で目標というと、『成果』としての児童生徒の変容の姿を意味す

ることが多いが、組織マネジメントの考え方では、『教育活動』や『運営活動』の

実施目標、達成目標等も評価の対象としての目標としてとらえていくので、この点

についても、それぞれの活動について1年間で何をどこまでもっていくのか、具体

目標として明確に設定できるよう改善する必要がある。

各学校は、学校評価の結果に基づいて可能な限り具体的な内容で改善計画を作成

して、年度を締めくくるべきである。

そして、次年度、この改善計画に基づいて新たに目標（この場合の目標とは、次

の評価の対象となる『成果』、『教育活動』、『運営活動』それぞれの具体目標を指す。）

を設定し、教育計画、経営計画等を作成することになる。義務教育諸学校が作成し

ている「我が校の教育のグランドデザイン」についても、年度末の評価を意識して、

『成果』、『教育活動』、『運営活動』それぞれに、より具体的な目標を明記するよう

にしてもらいたい。

7　おわりに

学校評価は、学校の優劣を判定するために実施するものではなく、学校が主体性

と自立性を発揮し、自らの行いを自らの手で点検・評価し、改善していくために実

施するものである。しかし、閉ざされた世界での自己満足の評価、あるいは、内部

の職員だけに通用する評価で終わっていたのでは、独善的な評価になってしまい、

真の主体性・自立性の確立にはならない。これからの学校評価は、児童生徒はもと

より、保護者や地域の人々へのアンケート等を行い、広く情報を得て評価する必要

がある。また、評価情報を公表するとともに、そのことに対しての意見等外部の声

に謙虚に耳を侯け、改善に生かしていく柔軟な姿勢を持ち続けることが重要になる。

それによって、外部に開かれ、地域から信頼される学校づくりが一層進展するよう

期待している。

学校の評価システムの確立に関する調査研究

協　力　者　会　議・委　員　名　簿

（敬称賂）

上　越　教　育　大　学　教　授

新潟市立真砂／ト学校長

新潟市立真砂小学校教諭

柏崎市立第一中学校長

柏崎市立第一中学校教諭

新潟県立新発田高等学校長

新潟県立新発田高等学校教諭

古　賀　一　博

佐　藤　美　智　孝

吉　田　　　　隆

種　岡　隆　夫

吉　田　淳　一

山　本　英　治

中　野　則　雄



料

「′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′‾′1
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

！学校の評価システムの確立に関する調査研究実践校の！

ミ学校評価計画　　　　　　　　‡
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

l．＿′＿′一＿′．＿”＿′．＿′．＿′．＿”＿′＿”＿．＿′．＿”＿”＿′．＿′＿′＿■′＿′＿′．＿′＿′．．－ソJ

○新潟市立真砂小学校の学校評価計画

児童へのアンケート調査用紙

○柏崎市立第一中学校の学校評価計画

保護者へのアンケート調査用紙

○新潟県立新発田高等学校の学校評価計画

教職員、学校評議員、保護者、児童生徒の

アンケート用紙
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新潟市立真砂小学校
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平成14年度　学校評価計画

Ll　目　的

■レ　教育目標r心豊かに　共に高まる」の具現を目指し、今年度、「真砂の教育」の
L

．3つの柱を設定した。

・基礎学力を確実に身に付ける。一読み、書き、計算力の確実な定着－

・自ら問題を見つけ解決する力の育成一学びを広げる総合的な学習の時間－

・豊かな心を育む　一関かれた教育活動で豊かなかかわりの創造－

これらの取組について自己点検・自己評価を行い、改善を加えていこうとする

姿勢をもつことなしに、子どもたちに「生きる力」を育む学校を築くことはでき

ない。そのためにも地域・保護者の信頼を得ることのできる評価の在り方を検討

し、実施していく。

2　基本的な考え方

◇学校改善につなげていく。

・PDCAのサイクルを機能させていく。

◇客観的な評価を行う。

・保護者、子どもの評価システムへの参画を進める。

・数値化の導入を進める。

◇説明責任、結果賓任を果たす。

・年度末に学校評価（学力検査の結果も含む）の結果を保護者へ報告する。

・年度当初に教育課程説明会を実施する。

◇自らの言葉で語る。

・保護者や地域の方々にとって分かりやすい言葉で説明する。

3　評価方法

名 称 ・評価者 内　　　　 容 期 日 担　 当

1　 学校評価 教育活動全般 につ いて、全職員が 4 段 階評定 7、12月配布 教頭

（職員） と所 見で評価する。り．2鞠末に摘点を絞って桝 を実射 g、2月検討



吊
蝶
肛
惚
悌
冊
描
几
綾
H

内 2　 行事毎の評価 各行時の反省や見直し廣について、記述式の 適宜 各行事

部

評

価

（職員） アンケー トを実施する。 主任

3　 学力検査 算数と国語の学力を測定する。】づ年・・・CRT 帖牢・・・CRT　5月 基礎学媚

（児革） 県小テスト結果を次学年の学習指導に生かす 馴　 2月 学年

4 －　児童アンケート 全児童を対象に、学習 ・学校生括全般の満足 1月実鹿 教務

（児童） 度や自己評価を行う。 軍鱒

外 5　学校経営診断 教育活動全般について、保護者に4 段階七評 山賊 教頭

部

評

価

（保護者） 価してもらうこ 2月換討 ・義務

6　行事アンケート 学校行事の見直しの際などに、その内容、方 適宜 教頭

（保護者） 法等について意見をもらう。 教務

※学校評議員から適宜、意見聴取していく。

4　結束分析・報告

◇表れた結果の要因を探り、問題点については改善策を明らかにする。

・評価は担当者が集約し、、その結果を全職員で検討する。問題点については

改善策を明らかにする。

◇保護者に対し、評価の結果・考察・改善策を伝える。

・年度末に、学校経営診断、児童アンケート、学力検査の結果を、真砂通信

を通して保護者に伝える。

・年度初めに、その年度の学校経営の方針及び真砂小学校の教育課程（真砂

プラン）の骨子について真砂通信で伝える。

・4月下旬に「真砂プラン」説明会を実施し、直接保護者と対話する機会を

もつ。

5　手順と組織

①　原案作成　　　　　……　担当者（3．渦方法の一覧参酌

②　評価項目等の検討　……　運営委員会帽長、教乱数務主任、鵬主任、蛸榊主任、保鮎事、学年主任）
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F4・・ヱ酢■．、③評価の実施 ・‥∴■′春色、各学年等

賢、⑥集約、分析　　 ∴…　担当者

日銭■■■　⑤　検　討　　　　 …‥・全職員、各分掌、運営委員会等

a㌔⑥保護者への報告 ……校長、教頭、教務主任

h小J：捏・・■静

ら・J二
≡≡：†こ」1■・賢十6 日程

・磯

学期・月 取　組＿の　内　容 県協力者会議日程

4月

5月

7月

・学校経営の方針明示

・第1回協力者会議7月

・教育課程の’努力事項の確認

学 ・「真砂プランJ説明会・

期 ・評価計画の作成

・学力テストCRTl－3年

・－1学期末教育課程アンケート

（2、3の観点を絞りアンケートを夷施）

b

！0月・調査票作成 ・第■2回協力者会革相月

il月・評価項目等検討、調査票完成（運営委員会で）

学i2月・学校評価配布、回収

期 ・学校経営診断　配布、回収■

・2学期末教育課程アンケート

1月

2月

3月

・学校評価、学校旛営診断の集約、分析（冬休み中）

ー・第3回協力者会議1月

・手引き原稿執筆2月

・第4回協力者会議3月

・児童アンケート配布、回収卜集約、分析

学 ・各分掌部会

期 ・県小テスト実施4・J年　■

・牟職員での学校評価の検討（2回実施）

・次年度「真砂プランJの改善点・努力事項等の決定

・真砂通信で結果・改善策などを保護者へ伝達

＿15＿



「まさごの子」アンケートちょうさ

このアンケートは、みなさんのがく　しゆうのことや、まさご／ト学校のことについて聞

いています。あてはまるものに○をつけたり、かんがえを自由に書いたりしてください。

学年は（　　　）年生

1．学校生活はたのしいですか。・一つに0をつけてください。

ぜんぜんたのしくない　　　　あまりたのしくない　　　　どちらとい、えない　　　　　　たのしい　　　　　すごくたのい、

（　）　　　　（　）　　　　（　　）　　　（　　）　　（　　）

2．学校せいかつでたのしいのはどんなときですか。「つに○をつけてください。

①べんきょうがよくできたり、わかったりした時

②学校ぎょうじや、学年・学級のぎょうじがある時

③クラブ活動をしている時

④友だちとあそんでいる時

⑤その他　　　（

3．自分のことで、あてはまる数字を○でかこんでください。

ぜんぜんできない　　　　あまりできない　　　　　どちらともいえない　　　　　だいたいできる　　　　とてもよくできる

（　1　　　　　　　　2　　　　　　　　　3　　　　　　　　4　　　　　　　　5　）

①なにごとにもやる気をもってすすんでとりくめますか。

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3

②いろいろなアイデアをかんがえたり、がくしゆうのしかたをくふうしていますか。

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　4

③読んだり、書いたり、計算したりすることがうまくできますか。

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3

④かんさつやしらべ方はうまくできますか。

⑤話し合いやはっぴょうはうまくできますか。

2　　　　　　　　　　　　3

友だちやほかの人となかよくやっていますか。

2　　　　　　　　　　　3

正しいと思ったことはすすんでやりますか。

2　　　　　　　　　　　3

⑧自分のけんこうにちゆういしたり、すすんで運動したりしていますか。

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　4

⑨べんきょうをしたり、おぼえたりしたことをほかにやくだてていますか。

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　4

4．まさご小学校やまさごの町のことについて聞きます。

①まさご′J、学校のすきなところや白まんできるところはどこですか。

（

l

そ②まさご′ト学校が、もっとがんばらないといけないところはどこですか。

（
1

③まさご小学校に、こんなものがあったり、こ●んながくしゆうがあったらよいと思う

ことがあったら書いてください。

（

④まさごの町の白まんできることは何ですか。（人やものやしぜんなどから）

（

⑤まさごの町がよくなるために、かつどうしたことがあったら書いてください。また、

これからかつどうしてみたいことがあったら書いてください。

・したこと

・してみたいこと

（

　

（
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平成14年度▼学校評価計画

柏崎市立第一中学校

1　テーマ　　学校への信頼を高める学校評価システムの確立

2　趣　旨

′ト中学校設置基準の制定により、「開かれた学校」が学校の責務となり、学校の

自己点検、自己評価の実施と結果の公表、教育活動に関する情報等の積極的な提供が

求められる。

このため、学校が保護者や地域の信頼に応え、連携協力して生徒の健やかな成長を

因っていく一助として学校運営全般について適切に内部及び外部評価を実施し、その

結果の公表並びに学校運営の改善に努めることのできるよう研究・実践を行う。

3　研究実践内容

○評価項目や評価基準、評価体制（校内及び保護者や地域住民などによる評価体制）

について

○評価結果の公表方法や評価結果を活用した教育活動その他の学校運営の改善等

について

○参考資料を得るための県外先進地域（学校）への視察

○学校評価システムの確立に関する手引き（ガイドライン）の作成

4　研究実践計画

（1）評価についての基本的な考え方

学校評価は、従来は教職員がその勤務する学校について評価する内部評価が中心

であった。

しかし、チャレンジ21教育推進運動やグランドデザインの作成などを契機に、最

近は生徒や保護者、地域住民などからも意見を聴取する学校が増えている。開かれ

た学校運営を推進し、評価の客観性を高めるためには、外部評価を含め対象をでき

る限り広げることが重要である。

大切な点として、「評価したらそれで終わり」といった形骸化を防ぎ、教育活動

その他の学校運営の改善につながる本来の目的をしっかり押さえること。集約事

務の繁雑さや検討事項の焦点がぼけないよう必要最小限の評価項目に絞ること0

年度の重点目標・重点事項などに基づいて、数値目標を用いてより具体的な評価

一18　－

基準を設定して評価すること、などに留意して評価を進めていきたいと考える。

2）　評価方法等

評価対象 実施回数 集約担 当 ・ 備　　　　　　　　　　 考

内 職　　 員 年 2 回 各校務分 前期一夏休み中に集約、協議ム　2 学期以降に反映。

部 掌担当 後期一冬休み中に提出、集約。 3 学期 に検討 、協議

評

・価

を行い、次年度の計画づ くりに反映 させ る。

生　　 徒 適　 ■宜 各学年部 行事終了後や学期終了時な ど、■必要に応 じて実施。

外

保 護 者 年 1 回 学年部 （担

任外）

2 学期末にアンケー ト形式で実施。冬休み集約。

地域住民 ＊地域等の代表か らなるrさわやか－ 中推進委負目こよ

部

評

ー・価

る評価で代行

さわやか一

ヰ推進委員

年 1 回 教務部 2 学期末 にアンケー ト形式で実施。冬休みに集約。

学 区 内

小学校職員

年 1 回 教務部 2 学期末にアンケー ト形式で実施。 冬休みに集約。

（3）評価の手順

①　評価項目、評価基準の原案の作成……教務主任が行う。

②■－評価項目等め検討

校長、教頭、教務主任・励任、各学年主任、生徒指導主事からなる総務委員会

が「学校評価委員会」としての機能を担い、評価項目等について検討を行い、職

員会議において協議の上、決定する。

③　評価の実施［c］

職員、生徒、保護者、さわやか一中推進委員、小学校職員にアンケート形式に

よる評価を実施する。

④　評価結果の集約……冬季休業中に担当職員が集約する。

⑤　評価結果に基づいた見直し・更新［A］

3学期には、評価結果について全職員に提示し、各校務分掌部会において分

析・協議を実施する。そして、「来年度の方針・改善点」を各部会でまとめ、職

員会議において全職員で協議を行い、次年度の計画づくりの方向性を出す。

⑥　評価結果の公表

各種の評価結果は、月1回発行している学校だより「真砂路」の1～3月号に

特集として掲載し、結果の公表に努める。

また、3学期のrさわやか－中推進委員会j　においても更に詳細な結果の公表

及び来年度の方針・改善策などの説明を行い、委員から意見・要望等を聴取し、
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計画づくりの参考にしていく。

⑦　次年度のプラン及び評価項目■基準づくり［p］

⑤の結果をもとに、現校務分掌担当者が2月～3月にかけ次年度の目標の設定

や教育活動の計画立案を行い、3月未及び4月当初の職員会議において提案する。

また、学校評価委員会において、来年度の学校運営の方針及び重点事項（案）

を踏まえた評価項目・評価基準づくりに着手し、4月当初に職員に提示して共通

理解を図るとともに、保護者や地域にも新年度に入ってすぐ公表できるように努
める。

（4）日　程

月 取　 組　 内　 容　　　 担　 当 外 部 へ の 情 報 捏 供 協 力 者 会 議

7

月

・職 員 に よ る 中 間 評 価 の 実 施 全 教 職 員 ・学 校 だ よ り発 行

・ホームヘ■－ゾ （H P）の 更 新

7／1 1 第 1 回

・研 究 内 容 の 説

明 等

8 ・評 価 の 集 約 教 務 主 任 ・学 校 だ よ り発 行

月 ・評 価 結 果 の 提 示 、 協 議 職 員 会 議 ・H P 更 新

9 ・ 2 学 期 以 降 の 改 善 点 の 検 討 各 分 掌 担 当 者 ・学 校 だ よ り発 行

月 ・改 善 点 の 協 議 職 員 会 議 ・H P 更 新

10

月

・研 究 計 画 の 作 成 教 務 主 任 ・学 校 だ よ り発 行 10 ／22 第 2 回

・学 校 評 価 調 査 票 の 原 案 作 成 ・H P 更 新 ・研 究 計 画 、

調 査 票 の 検

討

田

月

・評 価 項 目 等 の 最 終 検 討 → 決 定 総 務 委 員 会

職 員 会 議

・学 校 だ よ り，H P

☆ 学 校 紹 介 パ ン フ レ ッ

トの 発 行

1 2

・評 価 の 実 施 （生 徒 、保 護 者 、さ わ 全 教 職 員

各 担 当 者

・学 校 だ よ り発 行

や か 一 中 推 進 委 員 、／J、学 校 職 ・ホ ー ム ペ ー ジ （H P ）

月 貞 、本 校 職 員 ト の 更 新

・評 価 の 集 約 、 分 析 一 冬 休 み 前 ○ さ わ や か 一 中 推 進 委

半 貞 会

1

月

・各 評 価 結 果 の 提 示 － 8 日職 員 各 担 当 者 ・学 校 だ よ り発 行

会 議 各 分 掌 部 会

職 員 会 議

“結 果 の 公 表 （生 徒 ），，

・部 会 に よ る 課 題 の 明 確 化 、 改

善 策 検 討 － 1 ・2 月 中

・次 年 度 へ の 改 善 点 及 び 方 針 に

関 す る 協 議 ① － 2 4 日職 員 会 議

・H P 更 新

月 取　　 組　　 内　　 容 担　　 当 外 部 へ の 情 報 提 供 協 力 者 会 議

2

・次 年 度 へ の 改 善 点 及 び 方 針 に 各 分 掌 担 当 者 ・学 校 だ よ り発 行 2 ／6　 第 3 回

関 す る 協 議 ② ③ － 10 ，17 日職 員 職 員 会 議 “結 果 の 公 表 （保 護 者 ・手 引 き の 内

会 議 校 長 、 教 頭 等 ）” 容 の 検 討

月 ・平 成 15年 度 の 一 中 教 育 の 基 本 → 職 員 会 議 ・H p 更 新

方 針 の 策 定 各 分 掌 部 会 ○ さ わ や か 一 中推 進 委

・次 年 度 の 目標 設 定 、 教 育 活 動

の 計 画 立 案

員 会

3

・次 年 度 の 目標 設 定 、 教 育 活 動 各 分 掌 部 会

職 員 会 議

・学 校 だ よ り 発 行 3 ／2 4　 第 4 回

の 計 画 立 案 “結 果 の 公 表 （職 員 ）” ・実 践 及 び 結

月 ・次 年 度 の 重 要 計 画 案 の 堆 案 ・H P 更 新 果 公 表 の 検

・評 価 項 目 、 基 準 の 作 成 総 務 費 貞 会 討

4

・各 種 教 育 活 動 の 計 画 及 び 評 価 職 員 会 耗 ・学 校 だ よ り発 行

項 目 ・基 準 の 協 議 、 共 通 理 解 ‘‘15 年 度 の － 中 教 育 の

月 ロ
方 針 ’’

＜ 計 画 に基 づ く実 践 ＞ ［D ］ ・15 年 度 教 育 裸 程 説 明

会 （保 護 者 対 象 ）



第一中学校の教育に関するアンケート

［評価］A…そう思う　B…どちらかというとそう思う　C…どちらかというとそう思わない　D…そう思わない

分野 NO 評　　 価　　 項　　 目

評 価

＊近いものに0 印を！

ご 意 見 、■ご捏 言

（ご自由にお書きくだ

さい）A B C D

目標 ロ グフン ドナサインにある教育目標JP 目指す生

方針 徒像，教育の重点などは，子供たちの実態や

保護者，地域の願いに合ったものである。

全体

2 第一甲竿校は字校〕つくりに努刀が見られ，子

供や保護者に とって魅力があり，信頼できる

の様

子

学校である。

3 学校の雰囲気が よく，子供は楽 しく芋校生活

を送っている。

教育

4 少人数指導やT T （ティームティーチンク’－）などを取 り

入れ，分かりやす い，土夫 した授業が行われ

ている。

5 3 年の禰充授業ヤテス ト前の質問…教案の笑ま蔽

等，基礎 ・基本の定着を 目指しよく取 り組 ん

活動 でいる。

6 様々な学校行事や生徒会活動な どで，子供に

豊かな心をはぐくむ活動が適切に行われてい

る。

7 道徳の時間や部活動などを通 して，思いや り

やた くま しさなどの指導が適切に行われてい

る。

開か

れた

8 学校だよりな どの各種たよりや説明会，P T

A 等で，学校の考えや取組がよく分かる。

9 学校は気軽に来校 しやす く，家庭や地域 と連

学校 携 ・協力 して教育を進めようとする雰囲気が

ある。

教職

員

10 教職員は，一人一人の子供を大切にし，優 し

く温かく厳 しく対応 している。

四 教職員は，保護者に対 して誠意をもって対応

した り，相談に応 じた り，倍額できる。

その他 12 学校の施設や設備などの教育環境は， よく整

えられている。

その他，当校の教育に関して改善すべき点やご要望がございましたらお書きください。

ご協力ありがとうございました。結果は，3学期の学校だより「真砂路Jでお知らせします。
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平成14年度　学校評価計画

新潟県立新発田高等学校

はじめに

教育の大きな変革の時期にあって、高等学校教育の改革が進められ、各学校には、豊かな

心を育み、個性と創造牲、意欲と活力に満ちた人づくりのための創意工夫が求められている。

本校においても歴史と教育実践に裏付けされた教育に加え、二学期制、55分授業等いち

早くさまざまな工夫改善を実施し、活力のある学校、保護者や地域の信頼に応えられる学校

を目指して努力してきたところであるが、更に、本校の教育活動を進め、生徒たちの豊かな

成長を実現していくためには、これまでの教育活動、特に、本校の教育目標、教育計画、教

育活動の展開について、今まで以上の点検・見直し・評価を計画的、組織的に実施してこれ

からの本校の教育活動にフィードバックし、教育の改善に生かしていくことが必要になって
′

いる。

2　実　際

本校ではこれまでも行事の後や年度末に教育活動を振り返り、分掌、学年、教職員個人か

㌻－－’ち意見や反省点を出し合い、次の行事や年度の活動の改善を図ることを実施していた。

しかし、反省、評価が行われるのは行事が終了してからであり、年度末であり、途中で実

施されることはなかった。

そして、出された反省点への具体的な改善に向けての検討が十分されたことがなく、折角の

反省や評価が次の行事や年度に生かされないことが多かっキ。

また、評価者は校内の職員に限られることがほとんどであった。教育活動を主に受ける側

の生徒や、委託する保護者などからの評価を求めることは少なかった。

3　学校評価

学校の評価を行う際は、次のようなことが大切である。

・活動の終了時にではなく、途中を含め何度か行い、活動の途中にも生かすこと。

・目標実現に向けての教育活動を評価するには、抽象的になりがちな目標を評価可能な

実現に向けての活動まで具体化していくこと。

・評価のための具体的な基準をあらかじめ持つこと。

・生徒、保護者、地域の人々も評価に加わること。

・アカウンタビリティを果たし、納得と信頼される学校づくりに生かすこと。

本校の教育活動の評価を進めるために、「マネジメント手法」から発想されている　r目標に

よる管理Jをベースに学校評価システ云を考えたい。

r目標による管理jの学校評価システムは、「Plan（計画）」「Do（実施）」「CIleCk（評価）」

rAction（更新）」のいわゆるマネジメントサイクルが基本となり、PDCAサイクルのC

（評価）を踏まえて次の計画に生かす、すなわちPDCAのマネジメントサイク．ルを確実に
回すことが学校評価システムのねらいである。

従って、このサイクルを効果的に回すためには、「Cbe止」を次の「plan」に確実に生かす

ための「Action」が求められている。

学校はその「学校の教育目標」の実現に向けて日々の教育活動を続けている。従って、学

校の教育活動におけるPDCAはすべてr学校の教育目標jの実現に向けてのものである。

本校もそうであるが一般に「学校の教育目標」は抽象的で、そこに示された目標がどこま

で声現できたかを評価しようとしてもなかなか困難である。
■†‾そこで、r学校の教育目標jの実現のためのPDCAマネジメントサイクルを有効に働か

せるためには、「学校の教育目標」をより具体的な教育活動にまでブレイクダウンしていく
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ことがどうしても必要となる。

そして、教育活動をどのように進めていくか、組織・評価計画・手順・評価に必要な基準

やツールの用意が必要となるが、本校では具体的に進めるための整理をしていきたい。

Ⅱ　教育目標の具体化

1　教育目標

（1）日々創意を新たにして生活の充実向上を図ろう

（2）良識に従う行動によって公民としての寮任を果たそう

（3）我が最適の道を選び資質才能を十分に発揮しよう

2　学校運営の基本的な考え方

生徒、保護者、地域の期待と信頼に応え、生徒の夢と希望を実現する責務を積極的に果

たしていきたい。

そのため、職員が一体となって、生徒の進路希望の実現を支援する学校としたい。

平成14年度からの完全学校週5日制、平成15年度からの新学習指導要領の施行などに

合わせて時代の要請にあった学校運営ができるよう具体的な対応に積極的に取り組む。

3　本年度の重点目標

（1）将来を見通した教育裸短の編成

（2）2学期制、55分授業の点検・評価と定着

（3）進路指導の充実

（4）生徒一人ひとりと密接に関わり指導できる体制の充実

（5）地域との連携の強化

（6）学習環境の整備・改善

（7）情報管理の徹底

4　本年度の重点目標に向けての具体的課題

（1）新教育課程における「総合的な学習の時間」の立案

（2）授業時数の確保

1単位時間、1750分の確保

行事の精選

（3）基礎学力の定着のための平常時における補習と長期休業中の補習の実施

（4）生徒との面嘩時間の確保

（5）「学校評議員会Jと「地域の声を聞く会」の開催

（6）普通教室へのエアコンの設置

（7）生徒の個人情報の管理徹底

Ⅲ　評価

1　評価組織

（1）校内評価委員会

校長、教頭、教務主任、進路指導主事、生徒指導主事、各学年主任、生徒会指導主任

渉外主任の10名

（2）評価の流れ

評価システム

［校内評価：教員〕

（1）校長より年度当初に重点目標を提示する。

（2）分輩、所属学年、担当教科の観点に基づいて全職員から重点目標への具体的な取組み

の提出を求める。

（3）提出された取組みを各部所でまとめ、職員会議で検討し、周知する。

（4）前期終了時点で中間まとめを行い、後期の計画修正をする。

く5）2月、後期のまとめを全職員が各分掌・学年・教科の観点で辣醤別評価を提出する。

（6）3月、分掌・学年・教科毎に評価をまとめて次年度に向けて抹層整理をする。

［校内評価：生徒］

（1）重点目標をHRを通して周知する。

（2）後期終了時にアンケートをとる。

［校外評価］

（1）学校評議委員会、地域の声を聞く会、保護者に、郵送により今年度の重点目標と

具体的取組みを提示する。

（2）9月、2月に郵送によりアンケート形式の評価票を送る。
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先 生 方 は 協 力 し合 って 、学習 活 動や 行 事 等 の学 校 運 営 に 当‘た っ て い る。

摩 業 に つい て

酔
藩諭．．・

質　　　 問 同 ② （∋ 団 ⑤

捏軋・：山・・・先 生 方 は 、 生 徒 に わか りや す い授 業 を実 践 して い る。

，翼■桝－・．禦 生徒 は、 授 業 運 びや 進 度 に満足 して い る。

M丹．■■；：
身．沌Tト

先 生 方 は、 教 材 や教 え方 に様 々 な 工夫 を してい る。

■軋萎了・てニ 生徒 に と って 、 宿題 の 量 は適 切 で あ る。

路指 導関 係 に つ い て

敷・：ここゝこラ

÷■l：
質　　　 問 （∋ ② ③ ④ ⑤

豆．■b獣 二

＝鱒・■、■

授 業 が進 学 に対応 して お り、 生 徒 は進 学 に つ いて 安 心 して い る。

進 路情 報 で生 徒 に 必要 な も のは提 供 され て い る。

溢：
先 生方 は 、進 路 に 関 して親 切 に ア ドバ イ ス して い る。

終．．・ 進 路 に 関 して生 徒 との 面 談 は よ く行 わ れ て い る。

事 ・ク ラ ブ に つい て

質　　　 問 由 ② ③ ④ ⑤

・学校行事 （体育祭 ・杉原条 ・球技大会 等）は、生徒に とって楽 しく充実 している。

本 校 の 部 活 動 は活 発 で 、充 実 して い る。

学校行 事 ・部活動 は、学習 と相使 って本 校の特色 ある教育活動 とな っている。

生 徒 は 、 H R 活動 を通 して 自分 の ク ラス は 楽 しい と感 じてい る。
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E　 生活指導について

l
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レ
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野
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ア ン ケ ー ト　　 新潟県 立新 発 田高車短校

学校評議員地域者用 】　 （学校評議 員 地域 の声 ）　　　く該当する ものに○で因って ください〉

・次の質問は 新発 田高校生 としての意識 及び本校の教 育について ノ＼平な立虐 に立 てみたとき

′　質　　　 問 団 ② ③ 団 ⑤
ll

l

l

H

1

l
lll

ll

ll

1

ll
「
‖

l

．■り
l
11
附

阻
Ⅳ

l

l
lll際

llⅣ

lH
l

黒

ll

江

1 7 先生方は、生徒の悩み ごとを親身 にな って相鉄にのっている 轍

1 8
　　　　　　　　　　　　　　 ○
生徒は、規則 など学校 のきま りをおおむね理解 している。 l

如

ll

冒l

11

l

、　 居、P 、 X 日し 、ヱ； 賀労し つ 」
≡■．皆様方が どのよ うにお感 じになっているか を調べるものです。感 じたままに回答 して ください。

：回答は次の基 準に従ってA ～ F は 1 ～ 5 の該当す る欄 に○印 をつけ、G の欄 にはご 自分の自由な意見

感想 、要望等をお書き くだ さい。

■－－－t●●■■■－－●－－－－一－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－一－－－t－一－－－一一一－－－－－■・・■－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－－－－－－一－－－■■－－－－－－－■■－■■－－■－●－■■●－－■■■■■－－■

1 9 生徒は 、学校の生活指導 （服装、遅 刻、き ま り等）について理解 してい

る。

2 0 学校 は生活指導 の面で、家庭 との連絡 を密に行っている。■

F　 その他

．W

l

l

l

l

l

l

rl

l

l

l

l

ピ

l
2

」

l
l

「
†：叫搬

箋

ll
hlll
ll
闇；崇■
蘭■・■・■

l

・・l？巳
ll‖

R疑ホ

；① よく当てはまる （そ う思 う） ② やや 当てはまる （大体そ う思 う） ●
H
；③ あま り当てはまらない　 ④ まった く当て はま らない （そ うは思わない） ：
H
‡⑤ どちらとも言えない （よく分からない）　 ；

l－－－－－一一－－－一一－－一－－一一一一－－－－－－一－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－一－－一－－－一一一－－－t－t－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－●一－－－－■－－■■■－■－●－－●一一一一■●

．・学校の様子について

質　　　 問 ① ② ③ （む ⑤

2 1 服装 自由化に向けての試行期 間を経ての経緯は納得できる。

2 2 生徒の、学年計画による土曜 日登校について、おおむね理解できる。
鮎

毘

臓

弧

㈹

憎

甜

肥

耶棚

郡

劇

旭

脚

関

搭

質　　　 問 ① 団 ③ ④ ⑤

・‥－－t…－－…・－－・－－－‥‥－…－・……一…‥＝・…－一切 ・… ・・取 －…－・一線 ・…－…… …－・…－－－・－－－…＝……－…一－…－・＝‥

G 新発 田高校をよ り良くしてい くための感想や意見等があれば、具体的に 自由に幸いてくだ さい。

・■：・・・1 本校の生徒 として満足 した学校生括 を送っているように見える。

：；2 新発田高校の生徒は、勉強ばか りしている と思 ってい る。

・・．．8 生徒は、学校 の雰囲気がよく、生き生 きしている様子が伺 える。

山
■■・■：4■ 先生方は協力 し合 って学習活動や行事等の学校運営に当たっている。

1…．5

阿

地区の会合等の機会 を捉 えて、学校の様子 を極 力伝え るよ うに努 めて い

る。

…6 本校は、進学校 としての上級学校への進 路に向けた体制で臨んでいる。l 1 2 学期 制 ●5 5 分授業についての意見や 考えがあれば、書いて くだ さい。

2 上記の質問 1 ～ 2 2 について、ご意見、ご感想があればお書きくだ さい。

3 学校に対する要望があ りま した ら書いて ください。

嗣
刑
・・■隼授業について
円 質　　　 問 団 ② ③ ① ⑤

・：∈7 生徒一人一 人に応 じての学力向上に努めた授業を実践 してい る。

；8 5 5 分授業 は、教科 内容を充実させ、ゆとりを持たせ た授業に してい る。

≡．9

口

多 くの先生方が、教材や教 え方に様 々な工夫 をこ らしてい ると聞いて い

る。

l‖H
■j・進 路指導関係 について

質　　　 問 ① ② ③ ④ ⑤

書0 授業補習が、進学に対応 して個々の進路についてのきめ細かい指導がなされている。

氾 保護者や外部の人に、必要な進路情報が適切に提供 され ている。

闘馳

さ2 進路に関 しての先生方の生徒へのア ドバ イスは適切に行 われている。

ll
u
2 行事 ・特別教育活動について

跳

欄

質　　 ■　問 回 ② ③ （彰 ⑤

1 3 学校行事 （体育祭 ・杉原祭 ・球技大会等）は、楽 しく充実 してい る。

1 4 本校の部活動は活発 で、充実 している。

1 5 学校行事 ・部活動は、学習 と相保 って本校の特色になっている。

－2＄＿

1 6 クラスの雰囲気がよく学級活動が活発で、生徒は楽 しいと感 じている。

十澗
姻

枯
掛
畝J
粧
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E　生活指導について

質　　　 問 ① ② ．
－＠

㊨
一鱒

1 7 先 生 は 、生 徒 の 悩 み を 聞 き、 親 身 にな っ て相 談 に の っ て くれ て い る。

1 8 規 則 な どの 学校 の き ま りは おお む ね守 って い′る。

1 9 生 活指 導 （服 装 、遅 刻 、 きま．り等 ）は厳 しく対処 してい る。

2 0 学 校 は生 活 指 導 の 面 で 、 家 庭 へ の 連 絡 や 意 志 疎 通 を積 極 的 に行 って い

る。

質　　　 問 回 ②■③ ∴＠・r≡（9

2 1 服装自由化に向けての試行期間を経ての状況調査は納得できる。

2 2 生徒の、学年計画による土曜日登校についてはおおむね納得できる。

G　新発田高校をより良くしていくための感想や意見等があれば、具体的に自由に書いてください。

11年を前期・後期に分けての2学期制や1時間を55分（通常50分）授業についての意見や

お考えがございましたならばお書きください。

2　上記の質問1～22について、ご意見、ご感想があればお書きください。

3　学校に対する要望がありましたらお書きください。

＿30一

ア　ン　ケ　ー　ト

【保護者用】

新潟県立新発田高等学校

（1，2，3）年　の保護者

く該当するものに○で囲ってください〉

次の質問は、お子さんの意識、及び本校の教育について、保護者の方がどのように感じているかを

べるものです。感じたままに回答してください。

回答は次の基準に従ってA～Fは1～5の該当する欄に○印をつけ、Gの欄にはご自分の自由な意

、感想、要望等をお書きください。

①　よく当てはまる（そう思う）　　　　　②　やや当てはまる（大体そう思う）

（∋　あまり当てはまらない

い）

（9　どちらとも言えない（よく分からない）

A　学校の様子について

④　まったく当てはまらない（そうは思わな

質　　　 問 （D ② （診 Q） ⑤

1 子どもを、本校に入学 させてよかった と思 う。

2 新発 田高校 は勉強ばか りしている学校 と思っていた。

3 子どもに とって、学校は雰囲気がよく、生き生き して いる。

4 先生方は協力 し合って、学習活動や行事等の学校運営に当たっている。

B　授業について

質　　　 問 由 ② ③ 団 ゐ

5 子どもにとって、内容がわかりやすい授業が多い。

6 子どもにとって、授業進度が適切である。

7 宿題の量が多くて大変だと思っている。

8 子どもから多くの先生は教材や教え方に様々な工夫を．していると聞いている。

C　進路指導関係について

質　　　 問 回 ② （診 ④ ⑤

9 授業、補習が進学に対応 して、親として子どもの進路について安心できる。

1 0 子 ども一人一人に必 要な進路情報が適切 に提供 されている。

1 1 進路に関しての先生方のア ドバイスは適切であ る。

1 2 進路に関して学校 と保護者 との連絡は密 である。

D　行事・特別活動について

質　　　 問 ① ② ③ ④ ⑤

1 3 学校行事 （体育祭・杉原祭 ・球技大会等）は、子どもにとって楽しく充実している。

1 4 本校 の部 活動 は活 発 で 、 充 実 して い る。

1 5 学 校行 事 ・部活 動 は 、本 校 の特 色 にな って い る。

1 6 子 ども は、学級 活 動 が 活 発 で 、自分 のク ラ ス は楽 しい と感 じてい る。



E　生活指導・保健衛生について

質　　　 問 ① ② ③ ④ （9

1 7 先生は、子どもの悩みを聞 き、親身になって相談にのって くれている。

1 8 規則などの学校 のきま りはおおむね納得できる。

1 9 生活指導 （服装、遅刻 、きま り等）は厳 しい。

2 0 学校は生活指導の面で、家庭 への連絡や意志疎通を積極的に行っている。

質　　　 問 ① ② ③ ④ ⑤

2 1 服装 自由化 に向けての試行期間 を経ての状況調査は納得できる。

2　2 子 どもの土曜 日登校についておおむね納得 できる。

切…－‥　取・－・…一線

G　新発田高校をより良くしていくための感想や意見等があれば、具体的に自由に幸いてください。

1　2学期制、55分授業についての感憩・意見やお考えがあれば、お書きください。

2　上記の質問1～22について、ご意見、ご感想があればお書きください。

3　学校に対する要望がありましたら幸いてください。

ア　ン　ケ　ー　ト

【生徒用】

新潟県立新発田高等学

（1，2，3）年（男、女ラ

く該当するものに○で囲ってください〉

次の質問は、あなたが本校での生活においてどのような意識を持っているかを調べるものです。

感じたままに回答してください。回答は次の基準に従ってA～Fは、1～5の該当する欄に○印を

つけ、マークシートに記入の方牡に従って数字をマークし、また、Gの欄には自由に意見や感想、

要望等を書いて提出してください。

①　よく当てはまる（そう思う）　　　　　②　やや当てはまる（大体そう思う）

③　あまり当てはまらない　　　　　　　④　まったく当てはまらない（そうは思わない）…

⑤　どちらとも言えない（よく分からない）

A　学校の様子について

質　　　 問 ① ② ③ ④ ⑤

ロ 本校に入学してよかったと思う。

2 入学前、新発田高校は勉強ばかりしている学校と思っていた。

3 学校の雰囲気がよく、生徒が生き生きしている。

4　■先生方が協力し合って、学習活動や行事等の学校運営に当たっている。

B　授業について

質　　　 問 （D ② （診 団 ⑤

5 内容がわかりやすい授業が多い。

6 授業進度が適切で満足している。
l　　　　　l

7 宿題は量が多くて大変である。

8 多くの先生は教材や教え方に様々な工夫をしている。

C　進路指導関係について

質　　　 問 ① ② ③ ④ ◎

9 授業、補習は進学に対応 してお り、進路について安心 してい られる。

1 0 進路に関する必要な情報は適宜提供 されている。

1 1 進路に関 しての先生からの ア ドバイスは適切である。

1 2 進路に関 して先生 との面接 はよく行っている。

D　行事・特別活動について

質　　　 問 ① （診 ③ ④ ⑤

1 3 学校行事 （体育柴 ・杉原祭 ・球技大会等）は、楽 しく充実 している。

1 4 部活動は活発で、充実 してい る。

1 5 学校行事 ・部活動は、本校の特色になっている。

1 6 H R 活動が活発で、自分のクラスは楽 しい。

＿33－



E　生活指導・保健関係について

質　　　 問 ① ② ③ ④ ⑤

1 7 学校 は生徒 の悩みごとを聞き、それ らの相談 にのれ る体制ができている。

1 8 規則 などの学校 のきま りについてはおおむね納得できる。

1 9 生活指導につい・て、先生方の指導は納得できる。

2 0 学校 は生活指導の面で、家庭へ？連絡や革志疎通 を積極 的に行ってい る。

質　　　 問 団 団 ③ （参 （9

2 1 服装自由化に向けての試行 につい て納得できる。

2 2 学年計画における土曜 日登校についておおむね納得できる。

切…‥・取－‥…一線

G　新発田高校をより良くしていくための感想や意見等があれば、具体的に自由に書いてください。

1　2学期制、55分授業についての感想や意見があれば、書いてください。

2　上記の質問1～22について、意見や考えがあれば書いてください。

3　学校に対する要望がありましたら書いてください。
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